






























































































車 種 53年開 54年閥
総数 I2，949，775 (100) 3，081，651 (100 ) 
登録車 2，575，502 (87.3) 2，687，204 (87.2) 
貨物車 874，303 (29.6) 897，806 (29.1) 
乗用自動車 16，594 ( 0.6) 16，422 ( 0.5) 
乗用車 1，632，068 (55.3) 1.718，158 (55.8) 
特殊用途車 41，733 ( 1.4) 43，604 ( 1.4) 
特殊車 10，804 ( 0.4) 1，214 ( 0.4) 
その他 374.273 (12.7) 394，447 (12.8) 
小型二輪車 54，540 ( 1.8) 66，447 ( 2.2) 










貨物車 897，806 55 49，379 
乗合自動車 16，422 60 985 
乗用車 1，718，158 50 85，908 
特種自動車 43.604 50 2，180 
特殊車 1，214 60 673 
小型二輪車 66，447 5 332 





































































容器ζみ プラスチック割合 不燃・不適 フQラスチック割合 プラスチック量x1000t 
x 1000t (湿重量) ζみx1000t (湿重量) 容器ζみ 不燃・不適ごみ
145 0.060 1142 0.22 8. 7 254 
169 0.053 1125 0.22 9.0 242 
121 0.056 1096 0.18 6.8 189 
131 0.047 1085 0.19 6.2 211 
355注) 0.041 1064 推)0.2 14.6 213 
100 0.045 1032 0.22 4.5 222 
151 0.045 902 0.19 6.8 167 
282 0.053 375 0.20 15.0 74 
計 71.6 1572 
表5 (その2)
混合ゴミ埋立量 プラスチック含有率 プラスチック量(x1000t) (一般戸収集)(x 1000t) 
321 * 0.0696) 22.2 
213 * 0.0886) 18. 7 
203 * 0.10 6) 20.5 
337 * 0.0977) 32. 7 
385 * 0.0737) 28.1 
435 * 0.0467) 20.0 
13 * 0.0547) O. 7 
67本 0.0387) 2.5 
64 * 0.0337) 2. 1 
20 *ホ 0.0217) 0.4 
114 * 一
147.9 





1. 7. 石油類の全存在量 以上危険物製造等
における石油類の存在量，自動車における存在量，
一般家庭における存在量の総計は 8X 105 十 9X 
104十 1.6 X 10 4 =， 9 X 10 5klである。
なお，この9x105klを東京都(島しょを除く)
の単位面積あたりの存在密度に換算すると 9x 10 5 
kl +1751km2 = 0.51/m2が得られる。すなわち















ば，その全量は40x 1.16 x 107 = 4.6 x 10 8 kg = 
























表4に記載された値6kg1m 2の約半分3kg/m 2 
の値を採用してみることにする。
すると，東京都全体の鐘築物lζ含まれるプラス



































































含有量を 8~ぢ 13) アスコンの比重を 2.8 14 )，アスフ
アノレトの比重を1.03 15)とすると， 1.1x108m2 











液状石油類 7.8 X 105 4.5 X 102 
アスフアルト 1.2 x106 6.9 X 102 1.5 
フ。ラスチック 3.0 X 106 1. 7 X 103 3.8 
参考
人工物総量 5.8 X 108 2.9 X 105 600 
表6 東京都(島しょを除く)における石油類の存在量
( 1)X103kム 2)X109kg) 
ロロ 目 製造所貯蔵所給取油扱・販売所 自動車家庭内道路建築物埋立地 合計
第一石油類。 0.35 180 96 58 330 
第二石油類。 0.90 160 65 32 16 270 
第三石油類 1) 1.4 230 22 250 
第四石油類'1) 0.25 1 2.2 13 
アスフアルト 2) 1.2 1.2 




















産 地 Ni V 
中近東
アラビア A 65 20 
B 1 3 
イラン A 100 30 
B 39 13 
アジア
インドネシア 1以下 8 










計14ng/m 3(範囲は 1-24ng/m 3)， V はllng/m 3 
(範囲は 1-16ng/m3)である。大気中存在量は，
Ni: 14ng/ m 3 x 1751km2 x 0.5km = 12kg， V: 








ジェツ O. 1 0.05 O. 7 
軽油・灯油 O. 1 0.05 0.8 
フ。ラスチック O. 1 0.05 
重 油 A O. 1 0.2 0.87 
B 8 20 0.87 
C 15 50 0.87 
潤 滑 油 54 150 0.9 
グリース・ノfラフィ
ン・アスフアルト 92 250 
表10 石油類中のニッケルおよびパナジウムの量
(単位kg)
品目 元素 製造所 貯蔵所 給取油扱・販売所 自動車 家庭内 道路 建築物 埋立地 メ仁入コ 計
第一石油類 Ni 0.025 13 6.7 4.0 24 V 0.012 6.3 0.34 2.0 8. 7 
第二石油類 Ni 0.063 11 4.5 2.2 1.1 19 V 0.032 5.6 2.2 1.1 0.56 9.5 
第三石油類 Ni 9.7 1600 150 18∞. V 32 5200 500 5700. 
第四石油類 Ni 12 530 110 650 V 34 1500 3∞ 1800 
アスフアルト Ni 110000 110000. V 300000 300000. 
プラスチ汐 Ni 46 150 110 300. V 23 75 55 150. 








( 50 -. 390 ppm) 21)を用い，島しょを除く 1751
km2の面積で、地下20cmまでを考える。比重は，
1.5とした。 Niの存在量は 35.7ppmx 1.5 x 1751 
km2x20cm=19x103t， Vは220ppmx 1.5 x 
1751km 2 X 20cm = 116 x 103tとなる。
2.4. 動植物中の存在量
人間及び動植物中のNi，Vの存在量は，人間の
体内中の Ni0.03ppm 2)， V 0.03 ppm 2)， 東
京の人聞の重量を 6.3x108kg23)として， Ni:0.03 





ウマゴヤシの例， Ni O. 5 ppm 2)， V O. 2 ppm2う
45 
を用いて，東京都の植生現存量4.8X106トンから
求めると，Ni:4.8x106 トンx0.5ppm = 2.4トン






















範囲・条件 濃度 存在量 (kg)
大 気 東京の上空0.5kmまで Ni 14ng/ fm3 12 V llnf!/ m3 9.6 
土 壌
東京の表面下20cm Ni 35.7Ppm 1.9X107 
比重 1.5 V 220 ppm 1.2 X 108 
貯 水 池 貯水量225，295トン Ni 31tgl/ L 680 V 1.5μL 340 
動 物 人間 6.3 
X 108 kg Ni 0.03ppm 20 
家畜 2 X 107 kg V 0.03ppm 20 
植 物 4.8 X 106 トン Ni 0.5ppm 2.4 x 1()3 V 0.2ppm 9.6 X 102 
建築物 Ni 4.4 X 106 
(鉄・鉛の生産比率より) V 4.0 X 105 
人 工 物
建築物・道路中の砂利・ Ni 75μg 2.0 X 107 









建築物( " o. 15 
埋立( " 0.11 
大 気1) 0.012 
水 0.68 
土 壌2) 19000 





1) 上空 500mまで 2 ) 地下20cmまで
た。そこで Ni:29464 (53年内需)24)トン x0.15 
'=i4.4X103トン，V: 2655 (53年内需)24) トン×





























10-4 o. 0096 3xlO・5
6 X 10-3 o. 34 1xlO・3
170 120000. 400 
2 x 10・2 0.96 3 X 10-3 
40 ωo. 









1. 3 x 107トン



























** 濃度 P(lTl販売量 x1000kl 比重 Ni Ckg) V Ckg) 
Ni 
重 油 5909 0.87 
A 2743 0.1 
燃 B 491 8 
C 2675 15 
ナ フ サ 578 0.7* 0.1* 
料 揮 発 油 3264 0.7* 0.1 
主主ット燃料 722 0.7* 0.1 * 
軽 油 1523 0.8* 0.1取
油 灯 油 1953 0.8* 0.1 
小計 13949 
そ
潤 滑 J由 369 x 1000k l 0.9* 54 
グリース 4 X 103トン 一 92* 
の
.1-<:フー フィ-ン 9 X 103トン 92* 
小計 3.5 X 105トン
他
アスファ Jレト 447 X 103トン
























0.2 239 477 
20 3，420 8，540 
50 34，900 116，000 
0.05* 40 20 
0.05 228 114 
0.05* 51 26 
0.05* 122 61 
0.005 156 78 
39.200 126.000 
150 17，900 49，800 
250* 368 1，000 
250* 828 2，250 
19，100 53，100 
250 41，100 114000 
99，400 190.000 
表15 東京都物系における石油起源 NiおよびVの流れ




アスフアルトの摩耗 4.4 12 
溜滑油など挙動不明 19 53 





























































12) 東京都 数字で見た東京 (56年)
13) 増田芳太郎
1980 アスフアルト 23ー 123
14) 小島逸平





























27) プラスチックス， 6， 32， No. 6， 日本プラ
スチック工業連盟誌 (1981) 
Standing mass of petroleum materiais， and standing 
mass and amount of flow of nickel and vanadium of 
petroleum origin in Tokyo 
Takahisa Hanya， Chiyoko Ohtake and Hiromi Honnami 
49 
Petroleum is an essential 'materia1s which supports the activities of modern cities. However 
it cannot be denied that petroleum at the same time causes serious environmental disruption 
担 theprocess of its consumption. To evaluate the positive and negatve effects of petroleum 
on an urban system， geochemical studies on the behavior of petroleum and other petroleum 
base materials are needed as a first step. Standing mass of liquid petroleum materials， asphal-
tens， plastics and waste plastics in Tokyo were estimated at 8 x 105， 1 X 106， 2 X 106 and 
1 x 10kg， respectively. The annual amounts of emission加tothe atmosphere of nickel and 
vanadium were ca1culated at 20 and 80 kg， respectively. 
